










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　3 ー 2 ー２ 　授業展開の側面
　この段階では、発問型授業展開が目標となる。
　　　３ー２－２－１　板書
　板書にかかわる生徒への配慮も求められる。生徒が板書を写す時間を与えて
いるのか、内容の重要度を板書で明示しているのか、板書と配布プリントの連
携なども考慮に入れているのか、などが求められる。
　　　３ー２－２－２　口頭説明等
　一方的で単調な口頭説明ではなく、口頭説明の途中で、生徒たちへの作業指
示を基礎にして、発問を適宜行い、その返答を黒板右側に板書し、発問で生徒
たちを授業に誘導しながら授業展開することが目標になる。この段階では、授
業の中心となる図解解説などの重要なことは完璧に近いことが求められる。
　　　３ー２－２－３　構成・流れ・ヤマ場・ポイント等
　ここでは、プリントのD練習問題を、多少でも生徒に解かせるだけの時間配
分を目標にする。
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　　３ー２ー３　生徒対応の側面
　基礎的な技術が定着してきたこの段階では、下位グループ対象の方法を紹介
する。特に、発問に対する返答が正解であることは少ないため、そのための対
応・フォローに配慮する必要がある。正解としての「○」ではなく、誤答とし
ての「X」でもなく、どちらでも無い対応の仕方である、「△」である。下位グルー
プへの発問は、その返答への対応によっては、公然と生徒に恥をかかす可能性
が大である。それを避けるために、誤答でも、「X」の誤答とせず、どちらで
も無い「△」として、良し悪しではなく、面白い答えとして、対応する方法を
行わせる。この段階で身につける努力をさせる。
　３ー３　模擬授業観察実習者
　観察実習者としては、この段階では授業実習者の授業運営に対して、広く網
羅的に総点検できていることが求められるため、観察実習者が提出した観察実
習ノートに対する厳しい点検・確認を行う。
　「○」欄の記入が少ない場合は、良い点を発見する能力が低いことになるため、
後々の生徒対応で問題になる。授業実習者の良い点を、姿勢・態度、発声、目
配り、書き方、表情など、授業運営に直接かかわらないようなことでも、詳細
に観察し、気づいたところを評価するように指導する。教育実習時の生徒対応
に活用できるレベルまで観察力・気づきの力を育てるように指導する。
　３ー４　模擬授業実習後講評
　講評後、各自気づいた点などを指摘させ、改善点・改善方法などに絞って討
論させる。次回が最後の第4段階目になるため、学生が各自の課題を総点検し
ておくことを模擬授業準備として、ここで指示する。
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４　第４段階
　４ー１　指導の重点
　この段階では、基礎技術の定着を超えた、自分の課題への挑戦が求められる。
　４ー２　模擬授業実習者
　模擬授業実習者である学生は、最後の段階として、緊張して臨んでいる。
　　４ー２ー１　教材研究の側面
　配布プリントのＥデータ１・実際のデータ、Ｆデータ２・解決すべき課題、
の内容に、より関心を持たせる資料を提供しているか、が求められる。
　　４ー２ー２　授業展開の側面
　この最終段階では、発問型授業が目標となる。発問からの誘導的授業運営で
ある。発問を中心にした授業になるが、その分、口頭説明中心になりがちにな
るので、板書の書き方、整理の仕方に意識を向けることが重要になる。
　　　４ー２－２－１　板書
　最終点検、総括として、板書の基本を授業運営中に確認することが求められ
る。そのためには、消極的生徒対応がきちんと実行できていることが必要であ
る。消極的生徒対応において生徒が、アンダーラインや音読などの指示に対応
している間に、素早く確認することを意識して行わせる。
　　　４ー２－２－２　口頭説明等
　この段階では、単調に授業運営するのではなく、特に授業のヤマ場をヤマ場と
して意識的に展開することが求められるために、口頭説明においても、ヤマ場を
意識して行わせる。同時に板書がヤマ場としての書き方、整理、ポイント明示が
してあるのか、を口頭説明中に確認する技術を身につけるように指導する。
　　　４ー２－２－４　構成・流れ・ヤマ場・ポイント等
　ヤマ場を意識することは当然であるが、それ以外の授業内容の重要度なども意
識的に明示することが求められる。配布プリント中のＥ実際のデータ、Ｆ現在の
社会的課題などを授業時間内の最後の時間で簡単に触れることを目標にする。プ
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リントＥとＦは、上位者グループを主に対象にして、授業内容に興味関心を持っ
た時に、自学自習してもらうための刺激剤的資料として位置づけている。
　　４ー２ー３　生徒対応の側面
　この段階では、単に教科内容をわかりやすく、授業を展開するだけではなく、
結果として、公民科の授業が面白い、興味が湧き自学自習したくなる方向に展
開するために、終始、明るい生徒対応を心がけることが求められる。
　４ー３　模擬授業実習観察者
　前の第３段階における総点検の次の段階として、自分なら、授業のヤマ場を
どうするのか、授業をどう展開するのか、等々と代替案を観察者に考えさせる。
　４ー４　模擬授業実習後講評
　講評の後に、展開や方法など、気づいた点、改善点などを現場実践のレベル
で討論させる。模擬授業実習の最終段階であるので、実習者各自の総点検と、
各自の良い点、今後の課題などを、履修生共通のものとして共有できる形で指
摘し、確認したのち、自らの目標とする授業展開などについて討論させる。
Ⅴ　おわりに
　アクティブ・ラーニングの実践において、１回の授業実践ではない、授業形
態を提示した。アクティブ・ラーニングの方法が、学生が生涯学び続ける力を
修得すること、が最終目的であるならば、いきなりのディスカッションや１回
の授業実践とその前後の指導だけでは不十分ではなかろうか。公民科教育法の
授業時間で半期にわたって、模擬授業実習を軸にして実践してきた、アクティ
ブ・ラーニングの段階的かつ系統的な指導方法について検討することに意義が
あるのではないのか、と考え、指導の詳細を示した次第である。
　今後の課題としては、本学の公民科教育法の履修開始学年が１・２年生でな
く３年生という履修条件のため、公民科教育法履修学生が少なくなることから、
千葉経済論叢　第53号
－24－
１人50分の模擬授業実習を各自４回行えるわけであるが、その分、学生が少な
いため、第３段階・第４段階で目指している授業運営上の技術である生徒対応
技術を履修学生が十分身につけることが難しい。今後は、学内外の公開模擬授
業実習などの検討を進めているところである。また、実際の教育実習において、
かなり重要になるのが、生徒目線の獲得ならびに生徒目線からの各種の指導技
術であると考えている。いかに知識があっても、大学のゼミ論発表レベルの知
識開示型ワンマンショー的講義では生徒たちは、理解のみならず、興味と関心
をひかず、聞く姿勢をせず、講義そのものが無駄になることになる。
　生徒目線の獲得ならびに生徒目線からの各種の指導技術を得るには、実際の
教育現場の授業を見学させていただき、授業運営手法への適宜な解説が有効な
方法と考えている。その点も積極的に取り組むことを今後の課題としている。
注記：
(注１）文部科学省『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～涯学び続け、
主体的に考える力を育成する大学へ～』中央教育審議会答申　2012年8月28日　13頁
(注２）文部科学省『用語集』37頁　
　　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afield- 
file/2012/10/04/1325048_3.pdf   2015年7月10日
（注３）高等学校４校25年間、大学教育では非常勤講師も含めると３校32年間、続けて
いた教育現場経験からすると、具体的に生徒や学生のことが浮かんでくる。グループ
ディスカッションやグループワークなどを、教育実践現場で拝見することがある。１
グループが約６名で、各グループが大きな声で熱心にディスカッションを行っている。
活発に行われているが、よく観察すると、大きな声で発言しているのは２～３名で、
２～３名はうなずきながら聞いている。あとの１～２名はディスカッションに入れな
い様子、という場面を多々見てきた。
（注４)「公民科教育法１」（３年生前期）の３年生の半期で４回の模擬授業実習を行い、
翌年４年生の「教育実習」の授業において、５回目の模擬授業実習を、教育実習に行
く直前に行わせ、最終点検を行わせている。ここでは、「公民科教育法」について扱っ
ているため、４回の模擬授業実習としている。
（注５）ここでの生徒目線の生徒とは、高校生であり、思春期であり、不安定な精神状
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況であることに加えて、昭和52年版、平成元年版、平成10年版と３回の学習指導要領
改訂により約30年間続いた「ゆとり教育」で育った生徒、という意味も含んでいる。
授業時間が半減した世代で、経験・体験が少なく、従って自信が無い世代という意味
もある。
（注６）教材研究の資料として、高校公民科の各教科書会社の各教科書、参考書、資料集、
問題集などを、図書館とは別の部屋に一ヶ所に集めて陳列しており、その場所で公民
科教育法履修者全員が、いつでも大量の資料をもとに教材研究に集中できるようにし
ている。
（注７）30年も続いた「ゆとり教育」のためか、大量の資料を読解・解体したことがな
い学生がほとんどである。このため、最初の段階では、授業時間を割いて、調べ方や
調べた結果、プリント作成などについて、実際に個別に指導・点検する必要がある。
この個別指導によって、模擬授業実習生との信頼関係が築かれるため、真剣に各種の
質問が寄せられるが、この第１段階では、簡単に分かったように思わずに、深く掘り
下げて考えるように指導している。
（注８）中学校社会科の模擬授業指導では、第１段階から、黒板に貼る用紙をはじめと
して、大きな写真などを用意させる。中学校の黒板は、高校よりも板書できるスペー
スが少ないため、黒板の有効利用の技術を最初の段階から身につけるように訓練する
が、回を重ねて楽しみながら工夫を凝らすことを期待しているため、第１段階からい
きなり、高度な工夫は求めないようにしている。
（注９）生徒の集中力は、50分どころか15分も無い。以前のテレビのコマーシャルの間
隔が15分だったが、いまは10分以内になっている。このため、10分を超えたら生徒は
授業内容からはぐれて、迷子になっている、と考えるのが妥当である。このことから
説明の時間の基本は、一区切り10分以内にすることが妥当である。
（注10）図解の良い点は、流れや仕組みなどがわかりやすい点だが、大きな欠点としては、
生徒たちがノートに写すのに時間がかかることである。そのために、速く写し、説明
を聴くことができるように、図解したプリントを配布し、穴埋めするだけの時間で済
むようにしておくことが必要である。また図解は、流れや仕組みがわかりやすい反面、
後々になるとわからなくなる場合が多い。そのために、図解には必ず流れや理解のた
めの順番・番号を記入させる。
（注11）このノートには、用紙一枚に各種の記入欄があり、その記入欄を埋めていくこ
とによって、観察の観点を身につけていくことを意図している。今回の論考には紙面
の都合上、掲載していないが、今後の別の論考で扱う予定であり、観察実習ノートの
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詳細をそこでは掲載する予定である。
（注12）このことは、学校教育において、授業が第一であるが、そこで全てではなく、スター
トであるに過ぎないのと同じである。昨今の教育学者が授業が第一で、それで全て、
というような表現をしているのを見受けられるが、学校教育現場を担任などで25年間
経験している筆者にとっては、違和感を感じるところである。授業以外の生徒たちの
ことが極めて重要であることが具体的に想定できないとしたら、残念なことである。
小中高と進級するに従って、授業外のことが極めて重要になることは、学校教育現場
が長ければ長い程、痛感することである。
（注13）　そのため、作業指示がほとんどない授業展開は、厳しく指摘される。生徒たち
へのコミュニケーションの一つとして、作業指示法を活用することが必要なため、行っ
ていないと、生徒たちを置き去りにして、ワンマンショー的授業運営をしていること
になるからである。このようなことがはっきりした場合には、授業を途中でやめさせ
る場合もある。よくない癖が身についてしまうことを恐れるためと、模擬授業実習生
が生徒目線を真剣にとらえ直させる必要があるからである。
参考文献
文部科学省『中学校学習指導要領解説・社会編（一部改訂）』日本文教出版社
2014年
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・公民編』教育出版社2010年
文部科学省『中学校学習指導要領解説・社会編』日本文教出版社2008年
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・総則編』東山書房2009年
文部省『高等学校公民指導資料指導計画の作成と学習指導の工夫』海文堂1992年
森秀夫『公民科教育法改訂版』学芸図書2002年
加藤西郷・吉岡真佐樹『社会・地理・公民科教育論』高菅出版2002年
日本社会科教育学会『社会科教育事典』ぎょうせい2000年
社会認識教育学会『公民科教育』学術図書出版社1996年
社会認識教育学会『中学校社会科教育』学術図書出版社1996年
熊谷一乗『公民科教育』学文社1992年
森秀夫『中等社会諸教科教育法』学芸図書1991年
（やまおか　しょうきち　本学教授）
